

























































２ . 方法 
 調査は福井県勝山市で実施した。勝山市は福井県北
部に位置し、人口約 25000 人で、小学校 9 校、中学校
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 問 7の結果を図 7に示す。約 80％の教師が、環境教
育と教科の関連づけを行っていなかった。 
 問 8 の結果を図 8 に示す。総合的な学習の時間にお
ける環境教育について、時間を有効に使えたと返答し
た教師は対象の 3割弱のみであった。 



























 問 4の結果を図 11に示す。約 9割の教師が、探究的
な環境教育の実施により、学力向上に期待ができると
回答した。 
 問 5 の結果を表 6 に示す。コーディネーターを活用
した環境教育への意見では、計画段階からの連携の必
???????????????????（?????）
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  ①楽しい ②負担 
 
５．環境教育にも専門の教員がいた方が良いと思うか。 
  ①はい  ②いいえ 
 
６．環境教育にもテキストがあった方が良いと思うか。 








  ①はい  ②いいえ 
 
９．環境教育の授業で苦労したことは何か。 














  記述による回答（複数回答あり） 
２．コーディネーターが授業に入ったことでどのよう
な変化が生じたか。 
  ①児童の変化についての記述（複数回答あり） 
  ②教師の変化についての記述（複数回答あり） 
 
３．探究的な環境教育の充実で期待できることは何か。 
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